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研究成果の概要： 
本 研 究 は 、 江 戸 初 期 に 焼 失 し た 禁 裏 本 に つ い て 、 室 町 後 期 と い う 時 代 を 設
定 し た 上 で 、 そ の 総 体 的 な 復 元 を 企 図 し た も の で あ る 。  
 時 間 的 な 制 約 が 多 く 、 全 体 的 な 復 元 に は 至 ら な か っ た も の の 、 個 別 の 典
籍 （ 特 に 勅 撰 二 十 一 代 集 ） に お い て は 、 相 当 程 度 、 禁 裏 本 の 姿 を 明 確 に す
る こ と が 出 来 た 。  
 ま た 、 禁 裏 本 が 置 か れ て い た 環 境 論 と い う 側 面 に お い て も 、 新 知 見 を 得
る こ と が 出 来 、 学 界 に 対 し て 多 大 な る 貢 献 が 期 待 さ れ る 成 果 を 得 る こ と が
出 来 た 。  
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 4,800,000 1,440,000 6,240,000 

２００７年度 2,100,000 630,000 2,730,000 

２００８年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

年度  

  年度  

総 計 10,400,000 3,120,000 13,520,000 

 
 
研究分野：日 本 文 学 ・ 書 誌 学 ・ 古 典 籍 学  
科研費の分科・細目：文 学 ・ 日 本 文 学  
キーワード：古 典 籍 、 薬 師 寺 、 禁 裏 本 、 官 本 、 持 明 院 家 、 勅 撰 集 、 山 科 家  
 
 
１．研究開始当初の背景 
従来の古典文学研究において、伝本研究は、
一般的に個別の作品個々について調査・論究
されて来た。 
 しかし、いつの時代においても、典籍は、
あるまとまりをもって所蔵され、活用され、
享受されて来たことをも、われわれ研究者は
均しく認識すべきである。このような視点か

ら、ある時期におけるマスととしての古典籍
群の復元という研究が、現在、緊急に求めら
れていると思われる。 
 このような研究状況を踏まえ、本研究では、
比較的研究が進捗していない室町後期にお
ける禁裏本（特に、応仁・文明の乱以後形成
された禁裏本）の復元を目指したものである。 
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２．研究の目的 
 
 本研究は、中世において、恐らく最大のラ
イブラリであつたろうと想像される禁裏本
を復元することを目指す。 
 あわせて、中世禁裏本がその後の古典研
究・享受に、どのように活用されたかも追尋
する。 
 
３．研究の方法 
 
（１）室町前期禁裏本の実態 
 『新続古今集』撰進をめぐる過程を再吟味
することにより、その一端を明らかにした。 
 
（２）調査する古典籍の試行的調査、及び、
本格的調査（撮影を含む） 
 時間的・予算的制約により、また、事前に
ある程度調査が進んでいて、研究成果が予測
できるものとして、以下の典籍を調査し、必
要に応じて、紙焼を入手した。 
 ①宮内庁書陵部蔵「二十一代集」 
  （吉田兼右筆、５１０－１３） 
  ※原本調査 
 ②宮内庁書陵部蔵「二十一代集」 
  （飛鳥井雅章筆、５０８－２０８） 
  ※原本調査 
 ③国立歴史博物館蔵高松宮家伝来「二十一
代集」 
  （Ｈ－６００－４２２） 
  ※紙焼を入手 
 
（３）既刊古典籍目録類による奥書・識語調
査 
 刊行されている古典籍目録類を調査し、室
町後期禁裏本に関する痕跡・情報を蒐集し、
整理する。 
 
（４）室町後期における古記録類による禁裏
本に関わる記事の蒐集及び分析 
 対象とする古記録を二点に絞った。 
 ①言国卿記・言継卿記・言経卿記 
  ※山科家と禁裏本との接点、所掲典籍調
査 
 ②天理図書館蔵卜部兼右自筆『兼右卿記』 
  ※原本調査・紙焼蒐集 
  ※該書は未公刊記録 
 
（５）新資料の探索及び考究 
 既に知られている禁裏蔵書目録（三種）の
他に、焼失以前の禁裏本に関わる目録が存し
ないか、資料の博捜に努める。 
 
（６）個別の古典籍から、焼失以前の禁裏本
を復元する 
 
（７）禁裏本周辺の典籍から、禁裏本を逆照

射する試みを行う。 
 
（８）年１回以上のシンポジウム・研究会を
開催し、研究成果の共有をはかるととにも、
論文の礎稿作成も企図する。 
 
４．研究の成果 
 
 概ね前項「３．研究の方法」の記載順に整
理して掲出する。 
 
（１）室町前期禁裏本の実態 
 貞成親王『看聞日記』の記事及び『新続古
今集』 
の諸伝本を再検討することにより、「伏見宮
本は、持明院統の蔵書群を受け継いだもので、
永享期に伏見宮家から将軍家に献上された
『玉葉集』奏覧本にもその一端が見出される。
文明期までに禁裏に伝来した『玉葉集』は、
奏覧後に補訂や精撰を経た伝本であった。一
方、『新続古今集』の撰集は、禁中に和歌所
が置かれた上、撰歌資料の収集も後花園天皇
の伏見宮本の収書活動の延長線上に位置す
る。ところが、永享一〇年の『新続古今集』
第一次奏覧の後に、天皇は禁裏御本の国書全
般の充実に意を用い、撰歌作業の中心は雅世
の私邸に移っていた。天理大学本に本文の面
影を残す第一次奏覧本は、嘉吉の変によって
焼失したが、文安四年の第二次奏覧では堯孝
筆の中書本が切出・切継の基盤となった。ま
た、この第二次奏覧にも後花園天皇も関わり、
『新続古今集』は親撰的な性格を有している。
文明年間に『新続古今集』が二度に亘り書写
されたが、禁裏において書写され後代に流布
したのは、『玉葉集』等と同様に、奏覧後に
補訂や切出が成された伝本であった」と結論 
付けた。この結論は、次項（２）－①の議論
に密接に関わることとなる。 
 ※この項は、酒井茂幸の調査・研究成果に
基づく。 
 
（２）古典籍の調査に基づく禁裏本の復元 
 
 ①禁裏本二十一代集の奥書・識語集成 
 前掲３本を調査し、奥書・識語を集成する
とともに、本文系統に関しても一定の見通し
を得るに至った。 
 ※この調査・研究は、石澤一志・中條敦仁
が専ら担当した。 
 
 ②禁裏本なる概念の確定 
 以下の古典籍を調査し、禁裏本と仙洞本・
後宮本・東宮本・親王本・内親王本との境界
をどのあたりに設定すべきか、という新たな
問題を導き出した。 
 ＊早稲田大学図書館蔵甘露寺親長筆『拾遺
和歌集』 



 

 

  〔ヘ〇四－〇四二七五〕 
 ※この項は、武井和人の調査・研究成果に
基づく。 
 
 ③禁裏本と官本・禁本 
 以下の古典籍を調査し、学術用語として、
禁裏本と官本・禁本等の差異を認定すべきか
否かという問題を導き出した。 
 ＊三条西家旧蔵『禁秘抄』 
 ＊東京帝国大学国語研究室蔵『俊頼髄脳』 
  ※関東大震災にて焼失 
 ＊京都大学附属図書館蔵『万葉集』〔〇四
－二三／マ／〇二貴別〕 
 ＊東北大学附属図書館狩野文庫蔵『四季物
語』他 
 ※この項は、武井和人の調査・研究成果に
基づく。 
 
（３）既刊古典籍目録類による奥書・識語調
査 
 この項目に関しては、収集されたＤＡＴＡ
が少なく、その成果を総体として公開するに
は至らなかった。ただし、個々の論文の中で、
その成果は活かされている。 
 
（４）室町後期における古記録類による禁裏
本に関する記事の蒐集及び分析 
 二つ、成果をあげることが出来た。 
 一つは、『言継卿記』『言経卿記』の記事を
丹念に追うことにより、山科家本謡本と禁裏
蔵謡本との往還を具体的に明らかにするこ
とが出来た。 
 ※この項は、伊藤慎吾の調査・研究成果に
基づく。 
 いま一つは、『言国経記』に見える書名索
引を完成させた。これは、山科家蔵書と禁裏
本との往還を考察する上で、最も基礎的な資
料となるものである。 
 ※この項は、相原宏美の調査・研究成果に
基づく。 
 
（５）新資料の探索及び考究 
 学界未紹介の新資料である上野学園大学

幷日本音楽史研究所『禁裏御文庫楽書 御楽器
之目録』を調査し、焼失以前の禁裏本及び禁
裏所蔵楽器の目録である可能性を追究した。 
 ※この項は、田中幸江の調査・研究成果に
基づく。 
 
（６）個別の古典籍から、焼失以前の禁裏本
を復元する 
 この項に関しては、多数の成果が得られた
が、一点記載しておく。 
 頓阿『井蛙抄』伝本の奥書や、室町期古記
録に見える禁裏本の資料を総合的に検討し、
中世後期禁裏周辺における流布・伝存状況を
推定し、さらに、近世における伝来過程への

展望を検討した。 
 ※この項は、小林大輔の調査・研究成果に
基づく。 
 
（７）禁裏本周辺の典籍から、禁裏本を逆照
射する試みを行う 
 この項に関しても、多数の成果が得られた
が、一点記載しておく。 
 狩野一渓『『後素集』全三巻における『帝
鑑図説』の利用を考究する際し、その背景に、
禁裏に蓄積されていた典籍・文化的情報があ
ったとの推定を試みた。具体的な典籍の追究
だけではなく、このような文化環境的考察も、
禁裏本研究において重要な視点であること
を明確に示した。 
 ※この項は、小助川元太の調査・研究成果
に基づく。 
 
（８）年１回以上のシンポジウム・研究会を
開催し、研究成果の共有をはかるととにも、
論文の礎稿作成も企図する 
 以下の通り、シンポジウム・研究会を開催
し、公刊論文の礎稿とした。 
 
 ①2006 年 8 月 25 日 
    シンポジウム「室町後期の禁裏における
勅撰集の書写活動」 
  ※於：埼玉大学・東京ステーションカレ
ッジ 
 【パネラー】 
  石澤一志「「二十一代集」の成立と「奏
覧正本」の行方」 
  酒井茂幸「文明期禁裏の書写活動の前史
－二条家・飛鳥井家撰進の勅撰集を中心に
－」 

中條敦仁「文明新写禁裏本「二十一代集」
の存在意義を問う－飛鳥井雅章筆「二十一代
集」を中心に－」 
 ②2006 年 12 月 27 日 
  第１回研究会 
  於：埼玉大学・東京ステーションカレッ
ジ 
 〈事例報告〉 
  石澤一志「『後二条天皇御集』書誌 存疑」 
  小林大輔「『井蛙抄』の伝本における「官
本」書き入れについて」 
  武井和人「御物本・勾当内侍本襍攷」 
  久保木秀夫「西本願寺本『栄花物語』を
めぐって」 
 〈書写・収書活動〉 
  相原宏美「『言国卿記』に見る禁裏での
書写活動について」 
  酒井茂幸「後陽成院の収書活動の周縁－
高松宮本の文学関係資料から－」 
 ③2007 年 8 月 27 日 
    第２回研究会 
  於：埼玉大学・大宮ソニックシティカレ



 

 

ッジ 
 〈研究報告〉 
  武井和人「禁裏本襍攷」 
  新美哲彦「『源氏物語』本文の自由度－

蟬空 巻・陽明文庫本と河内本との関係を通し
て－」 
  田中幸江「菊亭家とその蔵書について－
菊亭文庫研究の課題と展望－」 
  伊藤慎吾「山科言継・言経と禁裏－能本
受容を中心に－」 
 ④2008 年 9 月 14 日 
  第３回研究会 
  於：埼玉大學・東京ステーションカレッ
ジ 
 〈研究報告〉 
  武井和人「冷泉家本『伊勢物語』は金澤
文庫本か－金澤文庫本來歴臆斷－」 
  久保木秀夫「萬治四年禁裏燒失本復元の
可能性－假名散文を中心に－」 
  小助川元太「『後素集』における『帝鑑
圖説』利用」 
 
（９）研究成果報告集を刊行した 
 当初、報告書として刊行する予定であった
が、平成 20 年度より冊子体の報告書が不要
となったので、急遽、「報告集」として刊行
したものである(2009・3)。 
掲載されている論文等は以下の通りである。 
《室町後期禁裏本をめぐって》 
  武井和人「中世禁裏本襍攷」 
  久保木秀夫「『栄花物語』梅沢本と西本
願寺本付、足利将軍家の蔵書」 
  小林大輔「『井蛙抄』の官本について」 
  酒井茂幸「『新続古今集』の撰進をめぐ
って―後花園天皇期の禁裏文庫―」 
  中條敦仁「文明新写禁裏本「二十一代集」
の存在意義を問う―飛鳥井雅章筆「二十一代
集」を中心に―」 
  伊藤慎吾「山科言継・言経と禁裏―謡本
の受容をめぐって―」 
 《禁裏本をめぐる諸問題》 
  新美哲彦「鎌倉時代における『源氏物語』
の書写態度―空蝉巻における陽明文庫本と
玉里文庫本を通して―」 
  石澤一志「『後二條天皇御集』書誌 小
考」 
  小助川元太「『後素集』の『帝鑑図説』
利用―狩野一渓の画題理解に関する一考察
―」 
  田中幸江「上野学園大学日本音楽史研究

幷所蔵『禁裏御文庫楽書 御楽器之目録』」 
 《資料篇》 
  相原宏美「『言国卿記』所引書名索引」 
  石澤一志「宮内庁書陵部蔵 二十一代集
（吉田兼右筆、五一〇－一三）」奥書・識語
集成 
  石澤一志「宮内庁書陵部蔵 二十一代集

（飛鳥井雅章筆、五〇八－二○八）奥書・識
語集成 
  中條敦仁「国立歴史博物館蔵高松宮家伝
来禁裏本二十一代集 奥書・識語」 
  武井和人「薬師寺蔵「持明院家歌道書道
聞書傳書」略目録（稿）」 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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研究と資料、第 56 輯、19～26 頁、2006、査
読・無 
②酒井茂幸、文明期禁裏における歌書の書写
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③酒井茂幸、戦国期の禁裏の蔵書と古典学、
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